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1 

は
じ
め
に

　

福
岡
県
と
佐
賀
県
に
ま
た
が
る
筑
後
川
下
流
域
に
整

備
さ
れ
た
ク
リ
ー
ク
は
、
整
備
後
三
〇
年
以
上
が
経
過

し
、
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。
こ
の
老
朽
化
に
よ
っ
て
、

水
路
法
面
の
崩
壊
に
伴
う
用
排
水
・
貯
留
機
能
が
低
下
す

る
こ
と
で
、
農
業
生
産
の
持
続
性
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
ク
リ
ー
ク
の
機
能
回
復
を
目
的
と
し
た

改
修
を
行
い
、
農
業
生
産
の
維
持
お
よ
び
安
定
を
図
る
た

め
、
筑
後
川
下
流
右
岸
農
地
防
災
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
当
社
は
、
当
事
業
に
お
け
る
水
路
改
修
工
事
を
令
和

元
年
度
に
受
注
し
た
。
工
事
概
要
を
図
1
に
示
す
。

　

本
工
事
に
お
け
る
水
路
改
修
は
、
①
工
事
範
囲
が
水
路

の
最
下
流
部
に
位
置
、
②
水
路
が
大
断
面
、
③
本
水
路
の

流
量
を
仮
回
し
で
き
る
水
路
が
隣
接
し
て
い
な
い
等
の
理

由
か
ら
全
面
を
締
切
っ
て
施
工
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
片
方
を
水
路
と
し
て
供
用
し
つ
つ
、
も
う
片
方
を
落

水
し
て
改
修
を
行
う
半
川
締
切
工
を
採
用
し
た
特
徴
あ
る

工
事
で
あ
る
。
半
川
締
切
時
の
施
工
写
真
を
図
2
に
示
す
。

　

本
稿
で
は
、
施
工
時
に
発
生
し
た
課
題
の
中
で
も
最
も

特
徴
的
だ
っ
た
、
農
地
の
安
全
性
確
保
を

目
的
と
し
た
半
川
締
切
時
の
大
雨
対
策

を
取
り
上
げ
、
課
題
解
決
に
向
け
た
当
社

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
記
す
。

水路改修工事における
半川締切時の大雨対策
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養
生
効
果
は
低
下
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

4  

実
構
造
物
に
お
け
る
湿
潤
養
生
シ
ー
ト

の
効
果
確
認

1 

試
験
概
要

　

本
養
生
シ
ー
ト
を
排
水
ポ
ン
プ
場
の
新
設
工
事
に
お
け

る
養
生
に
適
用
し
、
表
面
透
気
試
験
お
よ
び
テ
ス
ト
ハ
ン

マ
ー
強
度
試
験
を
実
施
し
、
そ
の
養
生
効
果
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
後
、
材
齢
六
日
で
型
枠
を
取
り
外

し
、
本
養
生
シ
ー
ト
を
貼
り
付
け
て
養
生
を
行
い
ま
し
た

（
写
真
3
）。
ま
た
、
比
較
の
た
め
、
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
シ
ー

ト
（
写
真
4
）
お
よ
び
気
泡
緩
衝
シ
ー
ト
を
用
い
て
養
生

を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
シ
ー
ト
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
表
面
に
密
着
せ
ず
若
干
の
空
間
を
生
じ
ま
す
が
、

気
泡
緩
衝
シ
ー
ト
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
面
側
に
粘
着
剤
が

塗
布
し
て
あ
る
こ
と
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
に
密
着
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
表
2
に
そ
の
試
験
養
生

ケ
ー
ス
を
一
覧
に
し
て
示
し
ま
す
。
な
お
、
各
養
生
に
つ

い
て
は
、
全
て
材
齢
二
八
日
で
撤
去
し
、
撤
去
日
か
ら
各

試
験
日
ま
で
は
外
気
環
境
に
お
い
て
気
乾
状
態
と
し
ま
し

た
。

2 

表
面
透
気
試
験
結
果

　

本
養
生
シ
ー
ト
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
の
透
気
係
数

（
×10

-16㎡ 

）
は
〇
・
〇
〇
六
四
で
あ
り
、
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム

シ
ー
ト
の
〇
・
〇
二
六
と
比
較
し
七
五
%
の
低
減
が
、
気

泡
緩
衝
シ
ー
ト
の
〇
・
〇
二
〇
と
比
較
し
六
八
%
の
低
減

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
（
図
5
）。

　

こ
の
結
果
は
、
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
シ
ー
ト
お
よ
び
気
泡
緩

衝
シ
ー
ト
に
よ
る
養
生
が
型
枠
解
体
後
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

表
面
か
ら
の
水
分
の
蒸
発
を
防
ぐ
封
緘
養
生
で
あ
る
こ
と

に
対
し
、
本
養
生
シ
ー
ト
に
よ
る
養
生
で
は
、
型
枠
解
体

後
の
若
材
齢
時
に
水
分
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
に
供
給
す

る
こ
と
が
で
き
、
水
和
反
応
が
十
分
に
促
進
し
た
こ
と
に

よ
り
緻
密
化
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

3 

テ
ス
ト
ハ
ン
マ
ー
強
度
試
験
結
果

　

本
養
生
シ
ー
ト
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
の
テ
ス
ト
ハ
ン

マ
ー
強
度
は
三
五
・
〇
（
N
/
㎟  
）
で
あ
り
、ポ
リ
フ
ィ
ル

ム
シ
ー
ト
の
三
〇
・
五（
N
/
㎟  
）と
比
較
し
一
五
%
の
向

上
が
、気
泡
緩
衝
シ
ー
ト
の
三
二
・
七
（
N
/
㎟  
）
と
比
較

し
七
%
の
向
上
が
確
認
さ
ま
し
た（
図
6
）。
こ
の
結
果
は
、

表
面
透
気
試
験
の
結
果
と
同
様
に
、
本
養
生
シ
ー
ト
で
は
、

型
枠
解
体
後
の
若
材
齢
時
に
水
分
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面

に
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
、
水
和
反
応
が
十
分
に
促
進
し

た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

5 

お
わ
り
に

　

か
つ
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
と
言
わ
れ
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
も
、
現
在
、
そ
の
老
朽
化
に
よ
り
本
格
的

な
維
持
管
理
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、

施
工
性
を
優
先
す
る
あ
ま
り
、
養
生
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、

老
朽
化
が
早
く
進
行
し
た
構
造
物
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
後
世
に
良
質
な
イ
ン
フ
ラ
資
産
を
残
し
て
い
く
こ
と

は
我
々
の
使
命
で
あ
り
、
今
回
開
発
し
た
湿
潤
養
生
シ
ー

ト
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
長
寿
命
化
に
寄
与
す
る
技

術
の
ひ
と
つ
と
し
て
貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

写真 3　コンクリート湿潤養生シート

写真 4　ポリフィルムシート

0.026 0.020

0.0064

0.001

0.01

0.1

P M S

透
気
係
数（
10

-1
6 m

2 ）
図 5　表面透気試験結果

30.5

32.7

35.0

28

30

32

34

36

38

P M S

（
N
/m
m
2 ）

図 6　テストハンマー強度試験結果

表 2　養生試験ケース

記
号 養生方法 養生

期間 備考

P
ポリ

フィルム
シート

6日
（型枠）
+
22日

非透水性のポリフィルム
製のシートでコンクリー
ト表面を覆う。

M 気泡緩衝
シート

断熱効果がある気泡緩衝
シートをコンクリート表
面に貼り付け。

S 本湿潤
養生シート

湿潤養生シートを水に浸
けて貼り付け（初回使用）。
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困
難
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
図

6
に
示
す
よ
う
に
、
鋼
矢
板
に
作
用
す
る
水
圧
に
対
し
て

上
端
部
は
タ
イ
ロ
ッ
ド
、
下
端
部
は
あ
と
施
工
ア
ン
カ
ー

を
用
い
て
固
定
し
、
鋼
矢
板
を
設
置
し
た
。

　

ま
た
、
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
と
鋼
矢
板
の
接
続
部
に

お
け
る
止
水
性
確
保
の
対
策
と
し
て
、
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

バ
ー
ト
の
隔
壁
に
H
形
鋼
を
取
付
け
、
鋼
矢
板
の
端
部
と

接
続
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、
鋼
材
同
士
の
溶
接
や
鉄
筋
の

設
置
等
の
対
策
を
行
っ
た
。
接
続
端
部
の
止
水
対
策
の
概

要
を
図
7
に
示
す
。

3 

仮
設
ゲ
ー
ト
案
の
確
立

　

実
施
工
に
先
立
ち
、
仮
設
ゲ
ー
ト
設
置
お
よ
び
開
放
を

想
定
し
た
試
験
施
工
を
実
施
し
た
。
こ
の
時
、
仮
設
ゲ
ー

ト
の
構
造
的
な
安
定
性
の
確
認
、
止
水
性
の
確
認
の
ほ
か
、

止
水
ゲ
ー
ト
開
放
作
業
に
要
す
る
時
間
を
測
定
し
、
実
施

に
向
け
た
作
業
性
の
確
認
を
行
っ
た
。
試
験
施
工
の
結
果
、

い
ず
れ
も
問
題
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
実
施
工
を
行
う
こ

と
と
し
た
。
ま
た
、
本
案
は
以
後
の
同
様
な
半
川
締
切
に

お
け
る
止
水
の
有
効
手
段
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。
仮
設

ゲ
ー
ト
に
よ
る
半
川
締
切
施
工
写
真
を
図
8
に
示
す
。

4 

上
流
側
へ
の
影
響
確
認

　

水
路
の
水
位
は
、
農
地
へ
の
配
水
等
を
考
慮
し
適
切
な

管
理
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合

は
あ
ら
か
じ
め
水
位

を
下
げ
て
お
く
対
策

（
事
前
放
流
）
が
取

ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
工
事
期
間
中
に

事
前
放
流
を
行
っ
た

場
合
、
全
面
通
水
時

と
比
べ
る
と
半
川
締

切
に
よ
っ
て
通
水
断
面
が
縮
小
し
て
い
る
た
め
、
上
流
側

の
未
整
備
区
間
に
お
い
て
水
位
の
上
昇
が
懸
念
さ
れ
た
。

　

こ
の
た
め
、
半
川
締
切
を
行
っ
た
状
態
で
の
事
前
放
流

時
に
つ
い
て
、
不
等
流
計
算
に
よ
る
水
位
変
動
の
検
討
を

行
い
、
上
流
側
区
間
へ
の
影
響
度
合
い
を
確
認
し
た
。
検

討
の
結
果
、
上
流
側
で
の
水
位
の
上
昇
は
一
時
的
で
且
つ

軽
微
で
あ
り
、
氾
濫
な
ど
の
問
題
を
生
ず
る
ほ
ど
で
は
な

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
不
等
流
計
算
に
よ
る
水
位
変
動

の
検
討
結
果
を
図
9
に
示
す
。

5 

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
工
事
に
お
け
る
現
場
で
の
創
意

工
夫
の
一
例
に
つ
い
て
記
し
た
。
本
取
り
組
み

で
は
、
仮
設
ゲ
ー
ト
の
計
画
、
試
験
施
工
お
よ

び
上
流
側
へ
の
影
響
検
討
を
最
短
期
間
で
行
っ

た
結
果
、
大
雨
時
の
農
地
へ
の
浸
水
被
害
を
防

止
す
る
と
と
も
に
、
工
事
工
程
へ
の
影
響
も
最

小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
課
題
に
対
す
る
創
意
工
夫
が
評
価
さ
れ
、

令
和
四
年
度
に
九
州
農
政
局
長
表
彰
（
優
良
工

事
）
を
受
賞
し
た
。
今
後
、
ク
リ
ー
ク
法
面
の

整
備
は
続
い
て
い
く
が
、
無
事
に
完
遂
す
る
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
施
工
中
の
幾
多
の
課
題
を
克
服
し

て
工
事
完
遂
に
至
り
ま
し
た
が
、
こ
の
間
の
発

注
者
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
、
工
事
従
事

者
並
び
に
地
元
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

対
し
て
、
本
誌
上
を
お
借
り
し
て
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

H形鋼H-350

カルバート隔壁

鉄筋D13

鋼矢板Ⅳ型

あと施工アンカー

鋼材間溶接

図 7　止水対策の概要

止水ゲート

落水側
(止水側）

通水側

図 8　仮設ゲートによる半川締切施工写真

図 9　水理検討結果（抜粋）

2 

施
工
上
の
課
題

　

工
事
は
、
全
体
を
四
工
区
に
区
分
し
、
二
ヶ
年
で
実
施

し
た
。
半
川
締
切
は
、
水
路
の
各
工
区
境
に
あ
る
ボ
ッ
ク

ス
カ
ル
バ
ー
ト
に
向
け
て
水
路
中
央
部
に
鋼
矢
板
を
圧
入

し
、
締
切
り
端
部
は
大
型
土
の
う
を
設
置
し
て
ボ
ッ
ク
ス

カ
ル
バ
ー
ト
に
接
続
す
る
計
画
だ
っ
た
。
工
事
一
年
目
は
、

こ
の
大
型
土
の
う
に
よ
る
締
切
り
で
施
工
を
行
っ
て
い
た

が
、
想
定
を
上
回
る
大
雨
に
よ
っ
て
、
半
川
締
切
部
か
ら

越
水
し
、
施
工
ヤ
ー
ド
の
浸
水
が
数
回
発
生
し
た
。
こ
の

ま
ま
の
計
画
で
施
工
を
続
け
た
場
合
、
半
川
締
切
に
よ
る

農
地
へ
の
浸
水
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、
大
雨
の
際
は
、
速

や
か
に
落
水
側
の
締
切
り
を
開
放
し
て
通
水
断
面
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

よ
っ
て
、
農
地
の
安
全
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
速
や
か

に
開
放
可
能
な
構
造
の
確
立
を
課
題
と
捉
え
、
直
ち
に
対

策
を
検
討
し
た
。施
工
上
の
課
題
の
概
要
図
を
図
3
に
示
す
。

3 

課
題
へ
の
対
策

1 

締
切
り
方
法
の
計
画
・
設
計

　

締
切
り
に
お
い
て
は
、

容
易
に
開
放
が
可
能
で
、

且
つ
、
シ
ン
プ
ル
な
構

造
が
求
め
ら
れ
る
。
本

検
討
で
は
次
に
示
す
三

案
の
計
画
、
設
計
な
ら

び
に
比
較
検
討
を
行
っ

た
。

　

①
鉄
板
に
よ
る
閉
塞
、

②
本
設
ゲ
ー
ト
製
作
・
設
置
、
③
鋼
材
を
組
み
合
わ
せ
た

仮
設
ゲ
ー
ト
の
製
作
・
設
置

　

検
討
の
結
果
、
①
案
は
水
圧
作
用
時
で
の
引
き
上
げ
や
、

た
わ
み
防
止
の
補
強
に
よ
る
施
工
手
間
の
煩
雑
さ
、
②
案

は
長
い
製
作
期
間
を
要
す
る
こ
と
等
の
理
由
で
、
い
ず
れ

も
実
用
が
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
③
案
に
つ
い
て
は
、

施
工
性
や
工
程
へ
の
影
響
が
少
な
く
、
前
述
の
要
求
事
項

を
満
足
で
き
る
と
判
断
し
採
用
し
た
。
ま
た
、
仮
設
ゲ
ー

ト
の
形
状
は
水
圧
を
外
力
と
す
る
構
造
計
算
と
加
工
・
組

立
の
施
工
性
よ
り
部
材
を
決
定
し
た
。
仮
設
ゲ
ー
ト
の
概

要
図
を
図
4
に
示
す
。

2 

供
用
時
に
お
け
る
課
題
と
対
策

❶ 

仮
設
ゲ
ー
ト
の
開
放
方
法
お
よ
び
固
定
方
法

　

仮
設
ゲ
ー
ト
の
開
放
は
、
緊
急
時
を
想
定
し
て
常
時
配

備
可
能
な
バ
ッ
ク
ホ
ウ
（
ク
レ
ー
ン
仕
様
：
二
・
九
t
吊
）

で
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
上
か
ら
止
水
ゲ
ー
ト
を
吊
り
上

げ
る
方
法
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
バ
ッ
ク
ホ
ウ
の
性
能

で
は
重
量
の
関
係
か
ら
、
止
水
ゲ
ー
ト
を
吊
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
縦
梁
四
本
を
一
組
に
分
割
し
た

ゲ
ー
ト
を
横
並
び
に
設
置
す
る
構
造
と
し
た
。
仮
設
ゲ
ー

ト
開
放
時
の
施
工
写
真
を
図
5
に
示
す
。

　

仮
設
ゲ
ー
ト
の
固
定
は
、
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
と
H

鋼
枠
を
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
で
固
定
し
、
H
鋼
枠
と
縦
梁
は

頭
部
を
挟
締
金
具
で
固
定
し
た
。
ま
た
、
仮
設
ゲ
ー
ト
の

止
水
性
を
確
保
す
る
た
め
、
鋼
材
の
裏
面
に
は
止
水
シ
ー

ト
を
取
付
け
た
。

❷  

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
と
鋼
矢
板
の
接
続
お
よ
び
止

水
方
法

　

半
川
締
切
端
部
は
、
大
型
土
の
う
の
代
わ
り
に
鋼
矢
板

を
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
ま
で
延
伸
し
て
接
続
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
の
前
面
に

は
水
た
た
き
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
あ
り
、
鋼
矢
板
の
打
設
が

大型土のう

鋼矢板
落水 通水

工区境ボックスカルバート

大型土のうでは水路の開放が遅れ、

農地の浸水の懸念→代案が必要

図 3　施工上の課題　概要図

縦梁4本/組 通水

止水ゲート
（縦梁）

図 5　仮設ゲート　施工写真

図 4　仮設ゲート概要図

5
0
0

タイロッド設置

4
0
0
0

(管理水位)

5
0
0

図 6　鋼矢板固定概要図
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困
難
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
図

6
に
示
す
よ
う
に
、
鋼
矢
板
に
作
用
す
る
水
圧
に
対
し
て

上
端
部
は
タ
イ
ロ
ッ
ド
、
下
端
部
は
あ
と
施
工
ア
ン
カ
ー

を
用
い
て
固
定
し
、
鋼
矢
板
を
設
置
し
た
。

　

ま
た
、
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
と
鋼
矢
板
の
接
続
部
に

お
け
る
止
水
性
確
保
の
対
策
と
し
て
、
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

バ
ー
ト
の
隔
壁
に
H
形
鋼
を
取
付
け
、
鋼
矢
板
の
端
部
と

接
続
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、
鋼
材
同
士
の
溶
接
や
鉄
筋
の

設
置
等
の
対
策
を
行
っ
た
。
接
続
端
部
の
止
水
対
策
の
概

要
を
図
7
に
示
す
。

3 

仮
設
ゲ
ー
ト
案
の
確
立

　

実
施
工
に
先
立
ち
、
仮
設
ゲ
ー
ト
設
置
お
よ
び
開
放
を

想
定
し
た
試
験
施
工
を
実
施
し
た
。
こ
の
時
、
仮
設
ゲ
ー

ト
の
構
造
的
な
安
定
性
の
確
認
、
止
水
性
の
確
認
の
ほ
か
、

止
水
ゲ
ー
ト
開
放
作
業
に
要
す
る
時
間
を
測
定
し
、
実
施

に
向
け
た
作
業
性
の
確
認
を
行
っ
た
。
試
験
施
工
の
結
果
、

い
ず
れ
も
問
題
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
実
施
工
を
行
う
こ

と
と
し
た
。
ま
た
、
本
案
は
以
後
の
同
様
な
半
川
締
切
に

お
け
る
止
水
の
有
効
手
段
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。
仮
設

ゲ
ー
ト
に
よ
る
半
川
締
切
施
工
写
真
を
図
8
に
示
す
。

4 

上
流
側
へ
の
影
響
確
認

　

水
路
の
水
位
は
、
農
地
へ
の
配
水
等
を
考
慮
し
適
切
な

管
理
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合

は
あ
ら
か
じ
め
水
位

を
下
げ
て
お
く
対
策

（
事
前
放
流
）
が
取

ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
工
事
期
間
中
に

事
前
放
流
を
行
っ
た

場
合
、
全
面
通
水
時

と
比
べ
る
と
半
川
締

切
に
よ
っ
て
通
水
断
面
が
縮
小
し
て
い
る
た
め
、
上
流
側

の
未
整
備
区
間
に
お
い
て
水
位
の
上
昇
が
懸
念
さ
れ
た
。

　

こ
の
た
め
、
半
川
締
切
を
行
っ
た
状
態
で
の
事
前
放
流

時
に
つ
い
て
、
不
等
流
計
算
に
よ
る
水
位
変
動
の
検
討
を

行
い
、
上
流
側
区
間
へ
の
影
響
度
合
い
を
確
認
し
た
。
検

討
の
結
果
、
上
流
側
で
の
水
位
の
上
昇
は
一
時
的
で
且
つ

軽
微
で
あ
り
、
氾
濫
な
ど
の
問
題
を
生
ず
る
ほ
ど
で
は
な

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
不
等
流
計
算
に
よ
る
水
位
変
動

の
検
討
結
果
を
図
9
に
示
す
。

5 

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
工
事
に
お
け
る
現
場
で
の
創
意

工
夫
の
一
例
に
つ
い
て
記
し
た
。
本
取
り
組
み

で
は
、
仮
設
ゲ
ー
ト
の
計
画
、
試
験
施
工
お
よ

び
上
流
側
へ
の
影
響
検
討
を
最
短
期
間
で
行
っ

た
結
果
、
大
雨
時
の
農
地
へ
の
浸
水
被
害
を
防

止
す
る
と
と
も
に
、
工
事
工
程
へ
の
影
響
も
最

小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
課
題
に
対
す
る
創
意
工
夫
が
評
価
さ
れ
、

令
和
四
年
度
に
九
州
農
政
局
長
表
彰
（
優
良
工

事
）
を
受
賞
し
た
。
今
後
、
ク
リ
ー
ク
法
面
の

整
備
は
続
い
て
い
く
が
、
無
事
に
完
遂
す
る
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
施
工
中
の
幾
多
の
課
題
を
克
服
し

て
工
事
完
遂
に
至
り
ま
し
た
が
、
こ
の
間
の
発

注
者
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
、
工
事
従
事

者
並
び
に
地
元
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

対
し
て
、
本
誌
上
を
お
借
り
し
て
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

H形鋼H-350

カルバート隔壁

鉄筋D13

鋼矢板Ⅳ型

あと施工アンカー

鋼材間溶接

図 7　止水対策の概要

止水ゲート

落水側
(止水側）

通水側

図 8　仮設ゲートによる半川締切施工写真

図 9　水理検討結果（抜粋）

2 

施
工
上
の
課
題

　

工
事
は
、
全
体
を
四
工
区
に
区
分
し
、
二
ヶ
年
で
実
施

し
た
。
半
川
締
切
は
、
水
路
の
各
工
区
境
に
あ
る
ボ
ッ
ク

ス
カ
ル
バ
ー
ト
に
向
け
て
水
路
中
央
部
に
鋼
矢
板
を
圧
入

し
、
締
切
り
端
部
は
大
型
土
の
う
を
設
置
し
て
ボ
ッ
ク
ス

カ
ル
バ
ー
ト
に
接
続
す
る
計
画
だ
っ
た
。
工
事
一
年
目
は
、

こ
の
大
型
土
の
う
に
よ
る
締
切
り
で
施
工
を
行
っ
て
い
た

が
、
想
定
を
上
回
る
大
雨
に
よ
っ
て
、
半
川
締
切
部
か
ら

越
水
し
、
施
工
ヤ
ー
ド
の
浸
水
が
数
回
発
生
し
た
。
こ
の

ま
ま
の
計
画
で
施
工
を
続
け
た
場
合
、
半
川
締
切
に
よ
る

農
地
へ
の
浸
水
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、
大
雨
の
際
は
、
速

や
か
に
落
水
側
の
締
切
り
を
開
放
し
て
通
水
断
面
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

よ
っ
て
、
農
地
の
安
全
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
速
や
か

に
開
放
可
能
な
構
造
の
確
立
を
課
題
と
捉
え
、
直
ち
に
対

策
を
検
討
し
た
。施
工
上
の
課
題
の
概
要
図
を
図
3
に
示
す
。

3 

課
題
へ
の
対
策

1 

締
切
り
方
法
の
計
画
・
設
計

　

締
切
り
に
お
い
て
は
、

容
易
に
開
放
が
可
能
で
、

且
つ
、
シ
ン
プ
ル
な
構

造
が
求
め
ら
れ
る
。
本

検
討
で
は
次
に
示
す
三

案
の
計
画
、
設
計
な
ら

び
に
比
較
検
討
を
行
っ

た
。

　

①
鉄
板
に
よ
る
閉
塞
、

②
本
設
ゲ
ー
ト
製
作
・
設
置
、
③
鋼
材
を
組
み
合
わ
せ
た

仮
設
ゲ
ー
ト
の
製
作
・
設
置

　

検
討
の
結
果
、
①
案
は
水
圧
作
用
時
で
の
引
き
上
げ
や
、

た
わ
み
防
止
の
補
強
に
よ
る
施
工
手
間
の
煩
雑
さ
、
②
案

は
長
い
製
作
期
間
を
要
す
る
こ
と
等
の
理
由
で
、
い
ず
れ

も
実
用
が
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
③
案
に
つ
い
て
は
、

施
工
性
や
工
程
へ
の
影
響
が
少
な
く
、
前
述
の
要
求
事
項

を
満
足
で
き
る
と
判
断
し
採
用
し
た
。
ま
た
、
仮
設
ゲ
ー

ト
の
形
状
は
水
圧
を
外
力
と
す
る
構
造
計
算
と
加
工
・
組

立
の
施
工
性
よ
り
部
材
を
決
定
し
た
。
仮
設
ゲ
ー
ト
の
概

要
図
を
図
4
に
示
す
。

2 

供
用
時
に
お
け
る
課
題
と
対
策

❶ 

仮
設
ゲ
ー
ト
の
開
放
方
法
お
よ
び
固
定
方
法

　

仮
設
ゲ
ー
ト
の
開
放
は
、
緊
急
時
を
想
定
し
て
常
時
配

備
可
能
な
バ
ッ
ク
ホ
ウ
（
ク
レ
ー
ン
仕
様
：
二
・
九
t
吊
）

で
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
上
か
ら
止
水
ゲ
ー
ト
を
吊
り
上

げ
る
方
法
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
バ
ッ
ク
ホ
ウ
の
性
能

で
は
重
量
の
関
係
か
ら
、
止
水
ゲ
ー
ト
を
吊
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
縦
梁
四
本
を
一
組
に
分
割
し
た

ゲ
ー
ト
を
横
並
び
に
設
置
す
る
構
造
と
し
た
。
仮
設
ゲ
ー

ト
開
放
時
の
施
工
写
真
を
図
5
に
示
す
。

　

仮
設
ゲ
ー
ト
の
固
定
は
、
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
と
H

鋼
枠
を
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
で
固
定
し
、
H
鋼
枠
と
縦
梁
は

頭
部
を
挟
締
金
具
で
固
定
し
た
。
ま
た
、
仮
設
ゲ
ー
ト
の

止
水
性
を
確
保
す
る
た
め
、
鋼
材
の
裏
面
に
は
止
水
シ
ー

ト
を
取
付
け
た
。

❷  

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
と
鋼
矢
板
の
接
続
お
よ
び
止

水
方
法

　

半
川
締
切
端
部
は
、
大
型
土
の
う
の
代
わ
り
に
鋼
矢
板

を
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
ま
で
延
伸
し
て
接
続
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
の
前
面
に

は
水
た
た
き
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
あ
り
、
鋼
矢
板
の
打
設
が

大型土のう

鋼矢板
落水 通水

工区境ボックスカルバート

大型土のうでは水路の開放が遅れ、

農地の浸水の懸念→代案が必要

図 3　施工上の課題　概要図

縦梁4本/組 通水

止水ゲート
（縦梁）

図 5　仮設ゲート　施工写真

図 4　仮設ゲート概要図

5
0
0

タイロッド設置
4
0
0
0

(管理水位)

5
0
0

図 6　鋼矢板固定概要図
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